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INTERGLAD Ver. 7 ユーザーズマニュアル 

 
第 1 章 はじめに 
１. INTERGLAＤ開発の経緯 
２. INTERGLAD Ver. 7 の特長（Ver. 6 に対する改良点、新規点等）  

 
第２章. INTERGLAD Ver. 7 の概要  

１. 内容・機能                                     
２. 種類･構成 
３.  利用形態   
４. システム導入にあたって    

 
第３章. INTERGLAD Ver.７の基本操作方法  
   システムインストールおよび初期設定方法 
 Ａ．スタート方法 
 Ｂ．特性データベース検索方法 
 Ｃ．特性データベース解析方法 
 Ｄ．特性データベース予測・設計方法 
Ｅ．構造データベース検索・解析方法 
Ｆ．ユーザーデータベース登録・利用方法 

  付帯資料 多次式重回帰分析について 

       データ補間について 

       代表値について 
 
第４章 画面と操作の詳細                  
１. メイン画面と共通事項     

1.1  画面共通事項    
1.2  メイン画面（Main） 

 ２. 特性検索  
2.1  特性検索画面     
2.2  特性検索結果画面  
2.3  特性詳細画面      
2.4  出典リスト画面 
2.5  同一出典リスト画面    

 ３. 特性解析       
3.1  三角図画面   
3.2  XY プロット画面      
3.3  温度-特性プロット画面     
3.4  元素分析画面      

 
 
 



4.  特性予測・材料設計（組成最適化）  
4.1 特性計算式による特性予測画面 
4.2  重回帰分析検索画面    
4.3  重回帰分析検索結果画面  
4.4  重回帰分析実行画面 
4.5  重回帰分析検証画面    
4.6  特性予測画面     
4.7  組成最適化 

 ５. 構造データベース 
  5.1  構造検索画面 
   5.2  構造検索結果画面 

5.3  構造詳細画面 
６. ユーザーデータ登録機能     

6.1  ユーザーデータメニュー画面    
6.2  データ入力画面     
6.3  データリスト画面    
6.4  データロット操作小画面  
6.5  ユーザー定義 ID 画面  
 

第５章 利用例                          
１．特性データの検索と解析   

1.1 複雑な組成条件による検索 － リン酸塩ガラスの熱膨張係数   
1.2 複雑な組成・特性条件による検索 － 歪点を特定した無アルカリガラスの調査   
1.3 特性の三角図解析 － SiO2-TiO2-Na2O 系ガラスの熱膨張係数   
1.4 擬似三元系の三角図解析 － SiO2、P2O5、MgO+CaO 系 特許調査   
1.5 特性間の相関の XY プロット解析 － 屈折率とアッベ数   
1.6 高温特性補間機能を活用した検索 － ホウケイ酸塩ガラスの高温粘度   
1.7 高温特性の温度-特性プロット解析 － シリカガラスの粘度の温度依存性   
1.8 図データの利用 － 鉛ケイ酸塩ガラスの屈折率の波長分散   
1.9 特許検索 － 低屈折率ガラス   
1.10 商品検索 － FRP 用高強度ガラス繊維   
1.11 市販ガラスの組成推定  
1.12 用途からの検索 － 半導体パッケージ用シールガラス   
 

２．特性予測（特性計算式）   
2.1 特定組成のガラスの特性予測 － ホウケイ酸塩ガラス   
2.2 ファクトデータと特性計算式による予測値の比較 ― フッ化物ガラスの屈折率   
 

３．特性予測・組成最適化（重回帰分析）   
3.1 特性についての予測式の導出 － 亜鉛ケイ酸塩ガラスの密度   
 
 
 



3.2 特性予測 － 亜鉛ケイ酸塩ガラスの密度   
3.3 組成最適化 － 特定密度の亜鉛ケイ酸塩ガラス   
3.4 特性予測（１次式）－ アルカリ土類ケイ酸塩ガラスのヤング率   
3.5 特性予測（3 次式）－ ホウケイ酸塩ガラスの屈折率   
3.6 材料設計（組成最適化）（１次式）－ 特性を特定したソーダアルミノケイ酸塩ガラス  
3.7 材料設計（組成最適化）（3 次式）－ 特性を特定したホウケイ酸塩ガラス  
   

４．構造データの検索と解析 
4.1 構造情報調査 － ゲルマン酸塩ガラス 
4.2 組成と構造と相関調査 － SiO2 量と架橋酸素の割合 
4.3 構造因子間の相関調査 － アルカリケイ酸塩ガラスの Q2 と非架橋酸素割合 
4.4 構造と特性の相関調査 － Al-O 配位数と特性 
4.5 解析方法を特定した構造データの調査 － NMR による４配位ホウ素量 
 

第６章. 付帯資料                                 
１. 特性計算式 
２. 特性式   
３. 表データ  
４. 曲線ガラス化範囲データ  
５. 各種 ID リスト 

5.1 特性データベース ID 
5.2 構造データベース ID 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2012.8.29  


